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 理化学研究所が保有する RIFB では、超重イオンであるウランイオンの多価化を目指し、多段ストリッパ

ーを採用、そのうち第 2ストリッパーとして液体金属 Li の利用が検討されている。本発表では、大阪大学

の液体金属 Li 循環装置への磁場発生装置の導入による、Li 噴流の安定化の検証実験の成果を報告する。 

キーワード：RIBF、荷電変換ストリッパー、液体金属 Li、磁場制御  

 

1. 諸言 

理化学研究所が保有するイオンビーム施設 RIBF[1]は、核図表の拡大を目的とした大強度のイオンビーム

施設である。ウランのような超重イオンを多価化するためには、ビームエネルギーを上げる必要があり、

それに伴い、ストリッパーの膜厚の増加によるビーム品質の低下とダメージの増加が懸念される。ウラン

イオンの多価化に向けて、高電荷化が見込まれ且つ安定性と耐久性をもつストリッパーの候補として、液

体 Li の薄膜噴流（厚さ数百m）が挙げられる。そこで本研究では、液

体 Li 噴流の荷電ストリッパーへの応用を目指し、大阪大学の液体 LI

循環装置において磁場と Li 噴流の相互作用を実験的に確認する。 

2. 表面変動の抑制方法 

液体金属ナトリウムカリウム合金の環状噴流が磁場によって広がる

ことを宮崎ら[2]が確認している。それらの知見に基づき、幅方向に磁

場を導入することで誘導電流によって流れ方向とは逆方向に生じるロ

ーレンツ力によって、表面変動が抑制できる可能性が高い。ここではそ

れを実験的に検証するため、専用に磁場発生部を設計・製作した。 

3. 実験体系及び実験結果 

図.1に大阪大学の液体金属循環装置における、永久磁石による磁場の導

入実験の実験体系を示す。試験部の第 1ポートに設置したフランジに稼働

機構を設けた駆動部を設置、その先端に永久磁石を設置した。磁石はモー

ターにより最大で 50mm の上下動が可能であり、磁場の有り無しで磁石

の位置を調整できるようにしている。磁石は鉄心により固定されており、

リターンパスを設けることで磁束強度を向上させている。磁場を導入した

流況画像を図.2 に示す。磁場の挿入により表面性状が変化することを確認

した。発表にてその詳細を報告する。 
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図.2 流況（磁場有り） 

図.1 実験体系 
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